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2013年1月版

　産学連携学会は、産学連携に従事する人、産学連携を必要とする人、産学連携を支える人、産学
連携に関心のある人すべてを対象とし、産学連携学の確立及び産学連携の発展をとおして、学術や
技術の促進と豊かで個性と活性に富んだ社会構築に寄与することを目的として活動しています。
　産学連携に関する諸課題について、産学官の学識経験者や実務家が広く交流し、相互に啓発しあ
う場として、下記により、第11回年次大会を開催します。
　今大会は被災地岩手での開催ですので、産学連携による被災地支援と今後の地域振興について議
論を深める場を設定いたします。学会員はもとより産学連携に関心のある方々の多くの参加をお願
い申し上げます。

記

 １．大 会
開催日：2013年6月20日（木）～ 6月21日（金）
場　所：いわて県民情報交流センター（アイーナ）
　　　　〒020−0045　盛岡市盛岡駅西通１丁目7−1　TEL 019−606−1717
　　　　URL　http://www.aiina.jp/index.html

 ２．情 報 交 換 会
日　時：2013年6月20日（木）　18:30 ～ 20:00
場　所：ホテルメトロポリタン盛岡　本館
　　　　〒020−0034　盛岡市盛岡駅前通1−44　TEL 019−625−1211
　　　　URL　http://www.metro-morioka.co.jp/

 ３．大会プログラムの概要（予定）
⑴招待講演
　「２０１３　遠野のスタイルによるまちづくり　～遠野市の後方支援の第３ステージ～」
　　　講師／遠野市長　本田　敏秋　氏
⑵シンポジウム　
　｢震災復興に産学官連携が果たす役割｣　　 

　2011年３月11日に発生した東日本大震災は、死者・行方不明者１万９千人、倒壊建物39万戸、
被害総額は16〜25兆円とも言われる未曾有の震災であった。被災から２年が経過しつつある今
日、複雑に絡み合う多くの課題が顕在化し、復興は思うように進まず、被災地域の疲労感は濃
い。その中で異なるセクターが連携して課題一つひとつを丁寧に解きほぐしていく産学官連携
の取組は、着実に地域の希望の光となっている。
　本シンポジウムでは、JST復興促進センターの寺沢センター長のコーディネートの下に、岩
手・宮城・福島の産学官関係者がパネリストとなって、具体的な取組を検証しながら産学官連
携が果たす役割について議論を深めていく。この検証結果は、被災地域はもとより出口の見え
ない閉塞感に陥っている日本の社会を変革していく処方箋につながることを期待している。
　（パネリスト等については現在人選・調整中です。）

産学連携学会 第11回年次大会のご案内
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⑶一般講演（口頭発表）
＊発表内容については以下の項目のみに限るものではありません。別添のプログラム分類表を

ご参照ください。
１）人材育成　　　　　　　　　　　　６）大学発ベンチャー
２）外部機関等とのアライアンス　　　７）産学官連携政策
３）知的財産　　　　　　　　　　　　８）国際展開
４）リエゾン活動　　　　　　　　　　９）地域連携
５）産学官連携プロジェクト創出　　　１０）産学連携論

＊演者（登壇者）は学会会員（正会員または準会員）に限ります。　
⑷ポスターセッション（ポスター展示と短時間の口頭発表によるフリーセッション）
　　一般講演区分と同様の内容のほか、産学連携事例、シーズの紹介等を募集します。

＊ 演者（説明者）は学会会員（正会員または準会員）に限ります。
⑸オーガナイズドセッション

　オーガナイズドセッションのオーガナイザ及びテーマを２件程度募集します。ご希望の方は
2013年３月29日（金）までに産学連携学会第11回大会実行委員会へご連絡ください。

 ４．大会日程（予定）
区分 Ｓ会場 Ａ会場 Ｂ会場 Ｃ会場 Ｄ会場 Ｐ会場

6月20日（木）
10：00 ～ 12：00 一般講演 一般講演 一般講演 一般講演
13：00 ～ 14：15 一般講演 一般講演 一般講演 一般講演

ポスター展示
２日目
16：00まで

14：30 ～ 15：00 開会
15：00 ～ 15：30 招待講演
15：30 ～ 16：55 シンポジウム
17：00 ～ 17：50 定期総会

18：30 ～ 20：00
情報交換会

（会場：ホテル）

6月21日（金）
9：00 ～ 16：30 一般講演 一般講演 一般講演 一般講演

※日程は予定であり一般講演等の申込状況により変更になる可能性があります。
※昼食は会場周辺の各種レストラン等をご利用ください。
※大会終了後の6月22日（土）に沿岸被災地復興応援訪問を企画しました。別添のご案内をご覧下さい。

 ５．参加費用

項 目 会員種別
費 用 （円）

予約＊１

3/29日までの予約
非予約

（当日含む＊2）

大会参加費
（予稿集代を含む）

正会員（個人・法人）または準会員 5,500 6,000
正会員（学生） 2,500 3,000

非会員 8,000 9,000

情報交換会費
正会員（個人・法人）または準会員 5,000 6,000

正会員（学生） 2,500 3,000
非会員 5,000 6,000

＊1  2013年3月29日（金）までに必着で参加申し込みを行った場合の費用
＊2  2013年3月29日（金）を過ぎて当日までに参加申し込みを行った場合の費用
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 ６．大会参加の申し込み方法

　大会に参加を希望される方は、発表の有無にかかわらず、「大会発表／参加申込書」を大会ホー
ムページからダウンロードいただき、必要事項をご記入のうえ、電子メールに添付して大会実行委
員会事務局までお申し込みください。（FAX、郵送も可）
　また、同時に上記５の大会参加費および情報交換会費（参加希望者のみ）を別途送金してくださ
い（振込先は下記）。
　なお、振込手数料は参加者のご負担になりますのでご了承ください。

⑴予約申込

予約申込締切日：2013年３月29日（金）［必着］
＊ 予約申込は、「大会発表／参加申込書」と「費用」のいずれもこの日必着です。（期限厳守）
＊ この日以後にお申し込みの場合は、大会参加費と情報交換会費が「非予約」扱いになります。
＊ 大会不参加の場合でも、振り込まれた費用は返却いたしません。
＊ 一般講演およびポスターセッションの発表希望者は、必ず予約申込をしてください。

⑵非予約申込
＊予約申込締切日を過ぎて申込される場合、大会当日に参加申込される場合は非予約申込となりま

す。
＊事前に申し込みをする場合は、年次大会前日までに別添の「大会発表／参加申込書」を大会実行

委員会事務局まで電子メール（FAX、郵送も可）で送るとともに、大会参加費等を送金してくだ
さい。

＊大会不参加の場合でも、振り込まれた費用は返却いたしません。
＊大会当日に参加申込される場合は、会場受付にて「大会発表／参加申込書」及び大会参加費等を

提出いただきます。

【大会参加の申込先】
　産学連携学会第11回大会実行委員会（国立大学法人岩手大学）実行委員会事務局
　〒020−8551　盛岡市上田４丁目3−5　岩手大学地域連携推進センター 
　TEL：019−621−6294 ／ FAX：019−621−6892 ／ E-mail：sangaku@iwate-u.ac.jp 

【大会ホームページ】
　産学連携学会ホームページ　 http://j-sip.org/　から、「大会情報」にお進みください。
　産学連携学会 大会はCPD（継続的専門能力開発研修）単位認定の対象事業です。
　詳細は http://j-sip.org/cpd.html をご覧ください。

【大会参加費・情報交換会費の振込先】
　［郵便振替払込口座］ 
　 　・口座番号：０２２８０－９－１３５０６１ 
　 　・口座名義：産学連携学会岩手大会実行委員会 
　［銀行口座］ 
　 　・取扱銀行名／支店名：ゆうちょ銀行／二二九　支店（支店コード：２２９） 
　 　・預金種目：当座　　　・口座番号：０１３５０６１
　 　・口座名義：産学連携学会岩手大会実行委員会
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 ７．一般講演およびポスターセッションの申込
⑴一般講演とポスターセッションの発表希望者（演者）は、2013年３月29日（金）までに必

着で大会参加の予約申し込み（上記６⑴）を行ってください。
⑵大会参加の予約申し込みの際、「大会発表／参加申込書」の所定欄にチェックを入れて、演題

と分類（別紙　発表形式、セッション分類）を記入してください。
⑶その後、下記８にしたがって発表要旨原稿を作成し、期日までに提出してください。

 ８．発表要旨原稿の作成及び提出
⑴一般講演またはポスターセッション１件につき、Ａ４版

縦の白紙１枚から２枚（２枚以内）に、本文と必要に応
じて図表等を配置した完全原稿を作成してください。

⑵余白は上20㎜、下25㎜、左右各25㎜とします。
⑶文字のサイズは10〜11ポイントを基本とします。
⑷１行目には、左から40㎜以上空けて（講演番号を記入す

るため）演題を書き、１行空けて発表者名（複数人連名
の場合は演者の氏名の前に○印を付ける）とかっこ内に
所属名を記入し、さらに１行空けて本文を書き出してく
ださい。

⑸要旨の見出し項目（はじめに、調査方法、結果、考察な
ど）は、自由とします。

⑹提出する電子ファイルの形式は、ワード、またはPDF
とします。

⑺作成した発表要旨の印刷物および電子ファイル（FD、
CDまたは電子メールに添付。電子メールに添付する場
合はファイルのサイズを10MB以内とする）を、2013年４月12日（金）までに必着で大会
実行委員会事務局に提出してください。電子ファイルがPDFの場合は印刷物の送付は不要で
す。なお、印刷物はそのままオフセット印刷しますので、濃い印字の鮮明な原稿にしてくださ
い。また、提出された印刷物、電子メディア等は返却しませんので、予めご了承ください。

 ９．一般講演の発表方法
⑴発表時間は、講演12分、討論３分、合計15分の予定です。
⑵発表に使用する機器は、液晶プロジェクターとします。
⑶液晶プロジェクターを用いて発表する方は、Windows版「Microsoft PowerPoint」で原稿を作

成し、その電子ファイルをメール（10MBまで）またはCDに保存して、2013年６月３日（月）
までに（必着）提出してください。ファイル名は「演者の氏名.ppt」としてください。なお、
コンピュータ（OS：Windows）は事務局が用意したものを使用していただきます。

⑷OHPは使用できません。

 10．ポスターセッションの発表方法
⑴ポスター展示

ａ）出展者は、ポスターを2013年６月20日（木）10時から11時までに会場へ持参し、所定の場所に
各自展示してください。ポスターは大会開催中（６月21日（金）16時まで）継続して展示します。

ｂ）ポスターのサイズは、縦160㎝×横90㎝以内とします。
ｃ）当日、ポスターの左上の角（縦12㎝×横22㎝）に発表番号を貼付しますので、その部分を

空白にしておいてください。
ｄ）ポスター出展者が展示内容の要点を口頭発表するコアタイムを設定します。
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大会事務局（申込・問い合わせ先）

産学連携学会第11回大会実行委員会（国立大学法人岩手大学地域連携推進センター内）
　　副実行委員長：藤代　博之
　　事 　 務 　 局：小川　薫 、今井　潤、小野寺　純治、清水　健司
　　〒020−8551　盛岡市上田4丁目3−5　岩手大学地域連携推進センター
TEL：019−621−6294, 6491 ／ FAX：019−621−6892 ／ E-mail : sangaku@iwate-u.ac.jp
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N

いわて県民情報交流センター（アイーナ）
〒020−0045　盛岡市盛岡駅西通１丁目7−1
TEL：019−606−1717

交通案内
http://www.aiina.jp/access/access.html
■JR盛岡駅から徒歩4分
■東北自動車道盛岡ICから車で8分 
■花巻空港からJR盛岡駅まで空港連絡バスで約40分

 11．奨励賞について

⑴本学会では、第11回大会より、学生による優れた発表（一般講演およびポスターセッション）
に対して奨励賞を授与いたします。

⑵奨励賞へのエントリーを希望する学生は、「大会発表/参加申込書」の所定の欄へのチェック等
をお願いいたします。


